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【事例】

ビール商品のカーボンフットプリント

１．はじめに
　サッポロビールでは、早くから地球温暖化対策に取り組

み、生産プロセス等でのCO2排出量削減について、成果を

上げてきた。ビール工場では、1994年策定の環境目標

（CO2排出量原単位を1990年比で2010年までに12％削

減）を2003年に達成した。2004年には、取り組みを商

品ライフサイクルの全プロセスに広げるため、国際規格

ISO14040に基づき、ビール商品のライフサイクルアセス

メント（LCA）をビール業界で初めて実施した。結果につ

いては、社団法人産業環境管理協会のクリティカルレ

ビューを2005年に受けている。2008年、経済産業省で

「カーボンフットプリント制度の実用化・普及推進研究

会」が設立された。サッポロビールは研究会に参加し、今

回、主力商品の「サッポロ生ビール黒ラベル350ml缶」

で、カーボンフットプリントを試行した。

2. 算定方法
　研究会で決定された暫定ルール（2008年12月）に基づ

き算定した。

3. 分析対象と範囲
３．１　対象商品

　サッポロビールで最も生産量が多い基幹商品である

「サッポロ生ビール黒ラベル」の中から、350ml缶を試行

対象とした。原料や容器などの商品仕様を図1に示す。中味

製造の副資材（原料の包装材、洗浄薬品など、ビール工場

に投入されるもので、商品とともに出荷されない資材）は

対象外とした。
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３．２　調査方法と収集データ

３．２．１　調査方法

　350ml缶のライフサイクルを通して排出されるCO2排

出量を算出した。算定範囲を図2に示す。研究会ルールに従

い、2007年データを基本として算出した。これまでの当

社LCA取り組みで算定範囲に含めなかった販売段階を今回

含めている。

　

３．２．２　各プロセスの負荷とデータ収集

（１）原料調達（原料栽培・加工、輸送）

　原料栽培・加工、ビール工場への輸送の負荷を示す。

ビールの主原料である麦芽、ホップは一次データとし、副

原料のコーン、スターチ、米は二次データを用いて算出し

た。大麦やホップの栽培および加工プロセスにおける負荷

は、表1の通り定義した。大麦やホップの単位量あたりの農

業資材（農薬・化学肥料）使用量は、協働契約栽培（※）

の取り組みで管理しているデータベースから、各国ごとに

複数の生産者のデータを抽出し、その平均値を採用した。

大麦やホップの栽培・加工に関する燃料、電力、用水使用

量は、生産者や加工業者からサンプルデータを収集した。

麦芽とホップは、協働契約栽培の取り組みを活かし、世界

10カ国の契約生産者からデータを収集した。

※協働契約栽培：サッポロビールが産地・品種・生産者を

　選定して、原料の栽培から生産者と協働し、おいしさと

　安全・安心を、畑から作りこむ独自の活動。

（２）容器・外装材調達（製造、輸送）

　容器や外装材の製造、輸送の負荷を示す。容器は、今

回、研究会に参加した東洋製罐社によるアルミDI缶350ml

の算定値を合算している。段ボール（24本入り）は、二次

データを採用し、1本分の値を計上した。

（３）商品製造

　ビール工場におけるビール製造工程の負荷を示す。ビー

ル製造工程を図3に示す。各工程におけるエネルギー使用量

のデータを用いて算出した。
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図1：対象商品

表1：主原料の栽培工程と加工工程の負荷

図3：ビール製造工程

図2：算定範囲

サッポロ生ビール黒ラベル350ml缶 

原料：麦芽、ホップ、コーン、
　　　スターチ、米、水
容器：アルミDI缶
外装材：段ボール

原料栽培 加工

・農業資材（農薬･化学肥料）
・農業機械の燃料

麦芽製造工程の
燃料、電力、用水

・農業資材（農薬、化学肥料、ワイヤ）
・農業機械（選別機・乾燥機含む）の
　燃料、電力、用水

ペレット、エキス
製造工程の燃料、
電力、用水

ホ
ッ
プ

大
麦



（４）商品輸送

　ビール工場から一次配送先（卸売店など）までの商品輸

送の負荷を示す。計算に必要な輸送手段、輸送距離などの

情報を収集した。商品の輸送距離は、各ビール工場から一

次配送先までの、輸送物量で加重平均した直送距離を採用

した。

（５）販売

　研究会提供の計算方法・データに基づき算出。冷蔵販売

をモデルケースとし、店舗での負荷を計上した。

（６）廃棄・リサイクル

　容器の廃棄・リサイクルにおける負荷を示す。リサイク

ルについては、容器へのリサイクル効果は容器製造プロセ

スに含めているが、他の再生材になるリサイクル効果（間

接効果）は含めていない。東洋製罐社による算定値を合算

している。

４．調査結果
　各プロセスのCO2排出量を表2に示す。

　全プロセスの中で容器のCO2排出量が大きく、ライフ

サイクル全体の約4割を占める結果となった。また、販売段

階も大きい結果となった。削減には負荷が最も大きいプロ

セスの対策が有効となる。今回は研究会での暫定ルールで

算出しているが、今後、計画されている算定ルールの統一

基準化に合わせて、各プロセスの削減方法を検討していき

たい。

　研究会による暫定表示を図4に示す。試行商品は研究会の

成果として、2008年12月に開催された「エコプロダクツ

2008」における、経済産業省ブースで展示された。当社

は、市場での消費者受容性を調査するため、2009年2月

に試験販売を実施した。
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表2：ライフサイクル各プロセスのCO２排出量

図4：カーボンフットプリント表示

プロセス名
原料調達

容器・外装材調達
商品製造
商品輸送
販売

廃棄・リサイクル
合計

CO2排出量（g-CO2/商品）
３５
１２５
５６
５
７４
０.１
２９５



5. おわりに
　経済産業省ではカーボンフットプリント制度の本格的運

用開始に向け、制度設計が進められている。研究会参加企

業による今回の試行で技術的課題を抽出し、2009年３月

には共通の算定ルールを定めた、「カーボンフットプリン

ト制度の在り方（指針）」、「商品種別算定基準（PCR）

策定基準」が策定された。今回の試行結果は、基礎資料に

なったと考える。

　低炭素社会の実現に向けて本制度を導入し、消費者に情

報提供するためには、企業側が協力して、データの精度向

上やカーボンフットプリント実施におけるルールの精緻化

を進めることが重要と考える。当社は、これまでのLCA取

り組み、および今回のカーボンフットプリント試行の経験

をもとに、今後も、商品におけるCO2排出量の把握に努

め、本制度の実用化・普及に貢献していく所存である。
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イオンに於けるカーボンフットプリント取組みについて　　

　エコプロダクツ２００８にカーボンフットプリント制度

の実用化・普及推進研究会参加企業とともに、経産省展示

ブースにイオンから９商品をCO２暫定表示商品として出品

した。同時にイオン展示ブースに於いても、前述の商品プ

ラス自主計測商品４１商品、合計５０商品についてCO２見

える化表示を行い展示した（図1）。

　中でも経産省出展ブースに展示した７商品は、年を明け

た１月９日から約１週間、お客様の声を収集する目的で全

国のエコストアーを中心にイオンの１０店舗で試験販売を

実施。これには全国ネットのテレビ局をはじめ、新聞・雑

誌などのマスコミ各社より高い関心が寄せられ、店頭での

試験販売の様子（図2）が消費者のカーボンフットプリント

への期待などとともにニュースなどで伝えられた。

　試験販売ではイオン独自のアンケートを用意し、社内で

カーボンフット表示に携わった本部員自らが販売店舗の

店頭に立ち、お客様に｢カーボンフットプリントの説明｣

を伝えると同時にお客様の声をまとめたのが以下の内容

である。

　たとえば「二酸化炭素が何故悪いか判らない」と言った

基礎的なものから「数字がそのまま出されてもピンとこな

い」といった、CO2排出量のものさしが必要ではないかと

の示唆を与えてくれるご意見、お年を召された方からは

「見やすい色や文字のおおきさ」へのご意見を頂戴した。

またこの制度が社会に認知・浸透されていない現状、｢値段

が同じなら・・・品質がしっかり伴って、結局割安になる

のなら・・・｣といったご意見が多く、個人的経済的ベネ

フィットも導入・推進のひとつの鍵となると思われる。省

エネや省資源などのエコロジーな活動はエコノミーに通じ

ることを啓蒙することが重要ではないだろうか。ただ今回

のカーボンフットプリント表示取組み自体は、好意的に受

止められた方が多く、今後の活動の励みとなった。

　また当社では工業製品や加工食品に加え、生鮮野菜と日

本人の主食である米を表示対象商品に選んだ。データの整

備が進んでいない農産物をあえて選んだ動機は２つある。

　一つは、農産物には１６年前から直接生産者と栽培基準

を設けてデータ記録を続けてきたイオンのプライベート商

品、グリーンアイというブランドが存在すること。

　二つ目は農業の地球温暖化に与える影響の大きさを勘案

し、農業におけるカーボンフットプリントを通じてCO2の

見える化から端を発し、省CO2の取組みが社会的に必然に

なるであろう、と考えたからである。

　温室効果ガス(ＧＨＧ)の発生原因は、世界銀行のWorld 

Development Report 2008  によればエネルギーの６

３％に次いで多く、ＧＨＧの１５％を占めると述べられて

いる。また温暖化より引き起こされる気候変動は、地域に

存在しなかった新たな病害虫被害をもたらすと同時に、洪

水、旱魃、高温による農産物の生育被害などがIPCC第四次

評価報告書の中で、詳細に述べられている。
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　農業はＧＨＧを１５％も排出する原因でもある一方、森

林や土壌には炭素貯留機能があることは多くの研究により

周知の事実でもある。このことは農業は排出と同時に、生

産者にとって炭素貯留する環境配慮の営農活動を通じて新

たな事業につながることの可能性を有していることを意味

し、企業の一次産業への係わり方を一変させる可能性をも

秘めていると思う。

　農業における土壌炭素のクレジット化と生産者への還元

が、小規模農家の多い高齢化の進む日本の農家・農業の構

造変革において新たな参入者や若者の農業にむけさせる魅

力化にも通ずると考える。これらが農産物カーボンフット

プリント算定を試みた動機である。

　農産物でのCO2算定に取組んでみて感じたことは、季節

性や地域性、栽培規模やあるいは同じ農家が有する圃場で

も土質による違いと言った不確定かつ変動的な要因が多

く、自然相手のため栽培の再現が難しい特質を、本格算定

する場合考慮する必要性である。

　今回、農産物の算定は、日々、営農活動のデータ管理を

永年続けてこられた非常に優秀な生産者のご協力があれば

こその成果である。しかし産業振興と環境両立が真の目的

であろうから、全ての農家が参加しやすいカーボンフット

プリント制度を念頭に商品別算定基準（PCR）は考慮され

るべきではないだろうか。

　先日、英国テスコ社のClimate Change担当の役員と話

す機会があった。彼曰く｢近隣の小規模農家は環境に貢献し

ていると考えている消費者が多く、消費者の期待を裏切ら

ないために活動を進めている。｣といった非常に印象に残っ

た言葉があった。

　事業者がカーボンフットプリントに取組むメリットとし

て、今回の試算にご協力いただいた食品メーカーの専務

は、｢無駄をなくすことがコスト削減につながる。たとえば

熱効率を上げること。資材に使用量を削減することはCO2

と同時にコスト削減に直結している。従業員の間から

「CO2○○g減った」という会話が聞こえてくれば、其れ

すなわちコストがいくらか下がったという事。経営との

両輪でCO2削減にとりくんでいる。｣とおっしゃっておら

れる。

　また、原料調達の際、運送方法や輸送ルートを今まで以

上に細かく把握することによりトレーサビリティの向上、

すなわち安全・安心のサプライチェーン構築にも貢献でき

ると考えている。Philip Kotlerは彼の著書Corporate 

Social Responsibilityで「社会的ニーズだけでなく、ビジ

ネスニーズにも適合した課題を選ぶことが企業の社会的責

任と経営的責任の両立を果たす鍵である」と言っている。

当社にとってこのカーボンフットプリントの取組みがその

好例を示しているのではないかと考えている。
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